
412

グ
リ
ン
井
チ
の
ロ
ヤ
ル
天
文
毫

一
〇

グ
ヲ
ン
ヰ
チ
天
茎
量
長
F
・
W
・
ダ
イ
ン
　
ン

本
年
に
英
國
の
誇
り
ぜ
す
ろ
グ
リ
ン
ヰ
チ
天
文
璽
の
創
立
満
二
百
五
十
年
に
當
る
。
去
る
七
月
二
＋
日
同
所
で
に
多
く
の
國
賓
た
迎
え
て
盛
大
な
覗
祭

存
無
惜
し
乳
Q
今
こ
㌧
に
規
在
の
塵
藻
ダ
イ
ソ
ン
博
士
の
丈
准
載
ぜ
る
こ
定
が
出
監
る
の
ば
吾
々
の
光
榮
で
あ
り
喜
悦
で
あ
ろ
。
（
課
者
山
本
記
す
）

　
わ
が
ロ
ヤ
ル
文
毫
　
（
幻
。
琶
○
び
ω
⑦
舞
仲
。
曙
）
　
は
チ
ヤ
ル
ス
第
二
世
王

（
屡
轟
9
毘
⑦
。
・
目
）
の
代
に
創
立
さ
れ
た
も
の
で
、
其
の
目
的
は
、
海

上
に
於
い
て
経
度
を
決
定
す
る
ミ
い
ふ
重
要
な
難
問
題
の
解
決
を
助
け

る
に
あ
っ
た
。
後
に
所
謂
「
太
陰
法
」
（
“
嘔
一
冒
離
餌
H
q
n
こ
）
ミ
し
て
知
ら
れ
る
や

う
に
な
っ
た
方
法
を
用
ふ
べ
し
ε
、
以
前
か
ら
暗
示
さ
れ
て
み
た
。
月

は
M
ケ
月
の
間
に
天
を
U
周
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
星
々
の
間
に
其
の

位
置
を
遽
く
憂
動
ず
る
。
故
に
、
若
し
製
糖
の
間
の
月
の
位
置
を
、
一

定
地
（
例
へ
ば
グ
リ
ン
井
チ
4
の
時
刻
に
よ
っ
て
示
す
や
う
な
天
聡
暦
が

作
ら
れ
る
な
ら
ば
、
航
海
者
は
月
を
観
測
し
て
、
グ
リ
ン
井
チ
の
時
刻

を
知
る
こ
S
が
雌
鳥
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に
一
方
に
於
い
て
，
船

の
あ
る
場
所
の
地
方
時
を
決
定
す
る
の
は
容
易
な
こ
事
で
あ
る
か
ら
、

此
の
二
つ
の
時
間
の
差
に
よ
っ
て
、
縄
度
が
得
ら
れ
る
こ
マ
こ
な
る
。

十
七
世
紀
の
頃
は
、
此
の
方
法
が
用
ゐ
ら
れ
る
に
適
す
る
ほ
さ
精
確
に

月
の
蓮
動
が
知
ら
れ
て
み
す
、
又
、
恒
星
の
位
置
も
甚
だ
不
完
全
に
知

ら
れ
て
み
た
。
ロ
ヤ
ル
天
文
毫
は
此
等
の
峡
陪
を
除
く
た
め
に
建
て
ら

れ
、
其
の
初
代
の
ロ
ヤ
ル
天
丈
家
（
夘
。
誘
同
泥
亀
8
ヨ
8
た
る
フ
ラ
ム
ス

チ
ー
ド
（
周
一
9
⊃
b
P
ω
一
Φ
O
幽
）
は
、
航
海
術
の
完
成
の
目
的
で
多
く
の
人
の
熱
望

す
る
海
上
経
度
決
定
法
の
た
め
に
、
「
天
罷
の
蓮
行
表
や
恒
星
の
位
置

を
改
正
す
る
こ
ミ
」
を
委
任
せ
ら
れ
た
。

　
サ
i
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
・
レ
ン
（
ω
一
H
　
O
げ
前
癌
。
℃
げ
①
吋
≦
尾
Φ
昌
）
の
忠
言
に
よ

っ
て
、
天
文
皇
の
敷
地
は
グ
リ
ン
井
チ
公
園
の
丘
の
上
が
撰
ば
れ
、
王

か
ら
は
五
百
ポ
ン
ド
の
資
金
が
下
賜
せ
ら
れ
、
テ
ル
ペ
リ
ー
（
内
旨
口
筒
）

の
慶
城
か
ら
練
瓦
が
蓮
ば
れ
た
。
天
文
毫
は
レ
ン
の
設
計
に
よ
り
，
大

隠
長
官
サ
ー
・
ジ
。
ナ
ス
・
モ
ー
ア
（
幹
貸
主
ψ
罫
。
お
）
が
建
て
た
。
礎
石

は
一
六
七
五
年
八
月
十
日
に
置
か
れ
、
翌
年
其
の
建
築
物
は
落
成
し
た
。

　
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
氏
（
目
げ
①
カ
ω
く
．
｝
o
げ
口
閏
『
日
降
①
o
q
）
一
か
ロ
ヤ

ル
天
墨
家
に
任
ぜ
ら
れ
、
年
に
百
ポ
ン
ド
の
俸
給
を
與
へ
ら
れ
る
こ
S

に
は
な
っ
た
け
れ
さ
、
観
測
器
械
は
何
一
つ
與
へ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
彼
は
牛
舎
六
沢
の
鐵
製
セ
キ
ス
タ
ン
ト
（
ω
①
×
乱
舞
）
を
宅
か
ら
持
來

り
、
ジ
ョ
ナ
ス
・
モ
ー
ア
が
亦
小
型
の
も
の
嚇
個
電
時
計
二
個
く
」
を
貸
し

與
へ
た
。
天
文
皇
の
設
備
の
一
部
ミ
し
て
時
計
を
使
用
す
る
の
は
此
の

頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ム
ス
チ
！
ド
は
、
子
午
線
に
機
械
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を
設
備
す
る
こ
塙
こ
が
、
観
測
の
精
確
さ
を
回
し
、
叉
、
春
方
貼
を
基
準

「
こ
し
て
星
の
位
置
を
測
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
ミ
信
じ
て
，
其
の
た
め

の
費
用
を
幾
度
も
訴
へ
た
け
れ
さ
無
敵
で
あ
っ
た
。
＝
ハ
八
三
年
に
逡

に
彼
は
自
費
を
投
じ
て
一
つ
の
壁
面
環
（
さ
昆
Ω
巳
・
）
を
据
ゑ
、
自
ら

其
の
目
盛
り
を
切
っ
た
。
此
の
器
械
は
成
積
が
大
し
て
好
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
一
六
八
八
年
に
は
事
情
が
良
く
な
っ
て
、
彼
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

シ
ャ
ー
プ
（
き
蜀
冨
昌
。
。
霊
弓
）
が
彼
れ
の
た
め
に
作
っ
た
慣
格
点
二
十

ポ
ン
ド
の
大
壁
燃
費
を
得
た
。
シ
ャ
ー
プ
は
彼
れ
の
友
人
で
あ
り
、
叉
、

助
手
で
あ
っ
て
、
二
人
は
敷
年
間
共
に
働
ら
き
、
春
分
馳
の
位
置
を
決

定
し
、
黄
道
の
傾
斜
角
を
定
め
、
日
月
諸
星
の
位
置
を
測
っ
た
，
か
の

「
天
罷
誌
」
（
h
o
】
悶
諾
仲
O
目
貯
　
∩
び
O
一
①
峠
ω
冨
嵩
）
は
其
の
観
測
法
ミ
観
測
結
果
－
こ
を
載

せ
た
も
の
で
。
彼
自
ら
其
の
一
部
を
襲
表
し
た
が
覧
死
後
、
ア
ブ
ラ
ハ

ム
．
シ
ャ
ー
，
プ
に
よ
り
一
七
二
五
年
に
完
成
さ
れ
た
。
フ
ラ
ム
ス
チ
ー

ド
が
天
文
観
測
上
に
望
遠
鏡
の
視
線
を
用
み
た
最
初
の
↓
人
で
あ
り
，

叉
、
始
め
て
時
計
を
使
用
し
た
一
人
で
あ
る
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ

る
。
彼
れ
の
観
測
は
、
今
で
こ
そ
軍
に
歴
史
的
の
興
味
を
惹
く
に
過
ぎ

な
い
が
、
其
の
以
前
の
時
代
に
比
べ
れ
ば
大
し
た
進
歩
で
あ
っ
た
。
三

千
個
以
上
の
星
の
位
置
を
記
し
た
彼
れ
の
目
録
は
十
九
世
紀
の
始
め
フ

ラ
ン
シ
ス
。
ペ
イ
リ
（
岡
§
駐
守
ξ
）
が
修
正
し
て
、
「
フ
ラ
ム
ス
チ
ー

ド
の
大
英
目
録
（
窪
二
浮
9
巨
。
但
Φ
）
は
ロ
ヤ
ル
天
文
塁
の
最
も
誇
り
ε

す
る
産
物
の
一
つ
で
あ
る
旨
」
言
っ
た
。

　
一
七
一
九
年
に
フ
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
は
死
ん
で
、
後
を
珍
い
だ
ハ
レ
イ

（
国
管
一
ξ
）
は
ニ
ゥ
ト
ン
（
宕
睾
§
）
の
朋
友
で
、
か
の
プ
リ
ン
シ
ビ
ア

（
℃
邑
。
首
冨
）
の
出
版
を
請
合
つ
た
入
で
あ
る
。
彼
れ
は
學
術
界
に
多
く

の
貢
献
を
し
た
が
、
中
に
も
、
一
彗
星
の
鯖
來
を
豫
畏
し
、
塗
に
其
の

星
は
彼
れ
の
名
で
呼
ば
れ
る
に
至
っ
た
の
は
有
名
で
あ
る
。
ハ
レ
イ
が

天
文
皇
に
來
た
時
、
天
文
皇
に
は
一
つ
も
器
機
が
無
か
っ
た
。
何
故
ミ

な
れ
ば
、
フ
ラ
ム
ス
チ
ー
ド
の
使
っ
た
器
械
は
其
の
家
産
管
理
者
が
皆

持
ち
去
っ
て
了
つ
た
か
ら
。
一
七
二
一
年
に
、
ハ
レ
イ
は
小
さ
な
子
午

儀
を
一
つ
据
ゑ
た
。
其
の
設
計
は
多
少
批
評
の
蝕
地
が
あ
る
け
れ
さ
，

S
に
か
く
塗
れ
は
、
此
の
重
要
な
タ
イ
プ
の
最
初
の
見
本
だ
ミ
言
ふ
鮎

に
於
い
て
興
味
が
あ
る
。
一
七
二
五
年
に
彼
は
グ
ラ
ハ
ム
（
Ω
旨
訂
日
）
の

作
っ
た
囁
き
な
鐵
製
の
壁
面
カ
ド
ラ
ン
ト
（
曾
践
同
母
）
を
得
、
之
れ
で

彼
れ
は
多
く
の
観
測
、
殊
に
月
の
観
測
を
し
た
。

　
一
七
四
二
年
に
ブ
ラ
．
ド
レ
i
（
剴
蜀
島
昌
）
。
か
ハ
レ
イ
を
傭
憂
い
だ
。
彼
れ

は
既
に
ワ
ン
ス
テ
ド
（
ぐ
刈
帥
昌
ω
叶
Φ
帥
庫
）
で
や
っ
た
観
測
で
｝
七
二
九
年
に
光

線
の
ア
ペ
ラ
シ
オ
ン
（
き
①
憂
ぎ
）
を
嚢
聾
し
た
。
其
の
後
も
、
多
年

彼
は
観
測
を
綾
け
て
、
　
一
七
四
八
年
に
は
地
軸
の
章
動
（
り
二
障
仲
鋤
尚
一
〇
P
）
の

襲
見
を
公
表
し
た
。
彼
れ
は
甥
を
助
手
－
こ
し
て
，
ハ
レ
イ
の
残
し
て
置

い
た
器
械
で
翻
測
を
始
め
た
。
又
、
被
れ
ば
新
設
器
械
の
資
金
を
要
求

し
、
監
察
官
の
推
薦
ε
ロ
ー
ヤ
ル
學
會
（
切
。
透
ω
。
。
団
Φ
曙
）
の
評
議
員
た

ち
の
賛
成
を
得
て
ジ
ヨ
ジ
乱
世
王
（
国
ぎ
σ
q
O
霞
σ
・
・
同
同
）
か
ら
一
千
ポ
ン

ド
を
與
へ
ら
れ
た
。
此
の
金
で
、
彼
れ
は
八
吠
の
眞
鍮
カ
ド
ラ
ン
ド
一

個
ミ
、
長
さ
四
沢
孚
で
口
経
二
・
七
十
の
子
午
儀
ミ
を
得
た
。
停
れ
等
は

一
一
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共
に
バ
ー
ド
（
b
コ
巳
）
の
作
「
つ
た
も
の
で
あ
る
Q
ブ
ラ
ト
レ
ー
は
又
シ
ェ

ル
ト
ン
（
G
Q
げ
①
緊
8
）
の
作
つ
ナ
時
計
を
一
つ
得
た
が
、
煽
れ
は
ア
ビ
ン
ジ

ァ
（
≧
ぎ
賢
）
の
新
磁
氣
観
測
所
で
今
摺
使
用
さ
れ
て
る
る
。

　
此
等
の
器
械
を
以
っ
て
プ
ラ
ド
レ
ー
は
罪
代
の
位
置
天
文
學
（
娼
σ
静

号
諮
塗
ぎ
き
ヨ
団
）
の
基
を
拓
い
た
。
彼
れ
は
器
械
の
設
計
ミ
用
法
が
巧

み
で
、
從
っ
て
、
其
の
前
時
代
の
誰
よ
り
も
精
密
な
観
測
を
し
た
。
此

等
の
観
測
は
其
の
死
後
、
友
人
ホ
ー
ン
ス
ビ
ー
・
（
野
B
m
ξ
）
が
整
理
編

輯
し
た
q
此
れ
は
其
後
叉
再
び
ベ
ッ
セ
ル
（
野
・
・
邑
）
が
「
フ
ン
ダ
メ
ン

タ
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
」
（
“
野
周
口
昌
創
山
口
Φ
¢
師
P
‘
跨
ω
陸
唱
0
口
O
H
P
一
②
置
）
の
中
に
整
理
し
、

叉
々
、
十
九
世
紀
の
宋
に
ア
ウ
エ
ル
ス
（
》
薯
窪
）
が
や
っ
た
。
三
間

を
蓮
動
ず
る
太
陽
の
方
向
や
二
大
星
流
の
存
在
に
つ
い
て
の
吾
人
の
現

今
の
知
識
は
，
主
ざ
し
て
ブ
ラ
ド
レ
ー
の
観
測
し
た
星
の
位
置
を
今
の

位
置
¶
こ
比
べ
て
知
り
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ド
レ
ー
の
後
悪
者
ブ
リ
ス
（
ヒ
d
蒙
）
は
其
の
任
命
を
受
け
て
僅
か

二
年
間
生
存
し
勃
の
み
，
マ
ス
ケ
リ
ン
（
寓
器
由
仁
①
）
が
其
の
後
を
縫

い
だ
。
マ
ス
ケ
リ
ン
は
ブ
ラ
ド
レ
ン
の
薦
め
に
よ
っ
て
一
七
六
一
年
に

嘗
っ
て
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
（
ω
ρ
　
M
闘
Φ
一
〇
鐸
P
）
へ
金
星
の
観
測
に
派
遣
ざ
れ
た

こ
ぐ
』
が
あ
る
。
此
の
瓶
海
中
、
彼
れ
は
海
上
に
於
い
て
経
度
を
、
決
定
す

る
た
め
太
陰
法
の
實
地
癒
用
を
研
究
し
、
鯖
國
後
、
直
ち
に
「
英
國
航
海

者
手
引
き
（
．
．
，
b
訂
葺
菖
寓
践
聾
げ
Ω
巳
幽
σ
・
、
）
」
を
著
し
た
が
，
・
鴨
れ
が
本
こ

な
っ
て
、
、
一
七
六
七
年
に
は
「
航
海
暦
」
（
・
．
蜜
昏
。
』
と
量
碁
。
．
・
）
の
護

行
が
始
ま
っ
た
q
此
等
の
書
物
は
天
文
學
の
方
法
や
材
料
を
航
海
術
に

＝
蝋

鷹
存
す
る
こ
ε
を
最
も
簡
軍
明
瞭
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
れ
の
在

職
四
十
年
間
に
、
彼
れ
は
日
月
諸
遊
星
セ
及
び
、
天
文
豪
創
立
の
主
旨

で
あ
る
海
上
経
度
の
決
定
問
題
に
特
別
な
關
係
あ
る
－
若
干
の
初
星
の
観

測
を
熱
心
に
や
つ
＃
。
地
球
の
密
度
を
測
る
た
あ
に
、
シ
ハ
リ
オ
ン

（
O
Q
O
げ
一
ゆ
げ
9
一
一
一
〇
昌
）
山
へ
の
有
名
な
彼
の
遠
征
は
一
七
七
四
年
で
あ
っ
た
。

其
の
晩
年
、
彼
は
グ
ラ
ハ
ム
や
バ
ー
ド
の
カ
ド
ラ
ン
ト
は
取
り
換
へ
る

必
要
を
認
め
た
。
ボ
ン
ド
（
団
。
目
画
）
が
嘗
っ
て
一
八
〇
一
一
一
八
〇
六

年
に
エ
ス
ト
ペ
リ
ー
（
芝
黙
9
q
）
で
や
っ
た
観
測
か
ら
、
カ
ド
ラ
ン
ト

よ
り
も
圓
環
の
方
が
優
れ
て
み
る
こ
ε
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
ら
、

マ
ス
ク
リ
ー
ン
は
憶
う
し
た
型
の
器
械
を
作
る
こ
ε
を
ト
ロ
ー
ト
ン

（
目
雲
σ
q
げ
峠
8
）
に
注
文
し
た
け
れ
曹
、
惜
し
い
か
な
、
此
の
見
事
な
設
計

ミ
優
れ
た
度
盛
環
の
慶
7
6
成
を
噛
す
に
死
ん
だ
。

　
一
八
↓
．
一
年
に
マ
ス
ケ
リ
ー
ン
賦
死
ん
で
、
ポ
ン
ド
が
ロ
ヤ
ル
天
文

家
に
任
命
せ
ら
れ
た
。
ト
ロ
ー
ト
ン
の
作
っ
た
壁
面
環
ε
，
叉
、
同
人

が
一
八
一
六
年
に
作
っ
た
子
午
儀
唱
こ
は
、
ブ
ラ
ド
レ
ー
の
時
代
以
來
、

天
文
器
械
の
最
大
改
良
で
あ
っ
た
、
．
一
八
二
五
年
に
は
、
今
一
つ
、
ジ

ョ
ン
ス
（
旨
目
3
の
環
が
加
へ
ら
れ
た
。
ボ
ン
ド
は
、
一
つ
の
器
械
で

直
接
に
星
を
観
測
す
為
こ
同
時
に
、
他
の
一
つ
で
は
水
銀
面
に
反
射
し

た
絵
像
を
観
測
し
、
翌
夜
は
此
の
二
器
械
の
働
ら
き
を
交
代
さ
せ
る
方

法
を
嚢
明
し
た
。
ボ
ン
ド
の
観
測
は
非
常
に
精
密
な
も
の
で
あ
っ
て
，

後
、
に
、
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー
（
O
冨
巳
聾
）
．
は
精
細
に
此
の
結
果
を
研
究
し
て
、

緯
度
．
攣
化
に
よ
る
小
震
動
を
見
付
け
出
し
た
。
ポ
ン
ド
の
＝
＝
碕
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の
星
の
目
鋒
は
天
子
の
位
置
の
精
密
測
定
に
は
大
な
る
貢
献
ε
な
っ

た
。
ポ
ン
ド
は
叉
此
等
の
器
械
力
に
よ
り
、
M
秒
ぐ
ら
み
の
星
の
視
差

だ
一
こ
思
は
・
れ
み
も
の
は
不
正
確
で
あ
る
こ
ミ
を
立
済
し
た
。
筒
、
ポ
ン

ド
の
御
蔭
で
天
文
皇
が
得
た
控
訴
は
、
助
手
が
一
人
置
ら
六
人
に
壇
員

さ
れ
た
こ
ε
で
あ
っ
て
。
其
の
結
果
、
観
測
結
果
は
大
に
璽
す
こ
マ
こ

な
っ
た
。

　
エ
ァ
リ
（
》
審
）
は
、
M
八
ミ
五
年
に
ポ
ン
ド
の
後
を
鰹
ぎ
，
、
八
八
、

年
に
八
十
歳
を
も
つ
て
職
を
退
い
た
。
彼
れ
が
、
光
一
や
、
潮
汐
學
や
、

測
定
學
や
、
其
の
他
多
く
の
實
際
問
題
に
貢
献
し
た
こ
，
こ
は
今
こ
・
の

範
園
外
だ
か
ら
言
は
な
い
。
彼
れ
は
観
測
の
整
理
や
規
則
的
な
迅
速
な

公
表
に
つ
い
て
，
天
文
壁
全
軍
に
非
常
に
秩
序
立
つ
た
執
務
法
を
す
』

め
た
。
彼
れ
が
設
備
し
た
新
器
械
ミ
し
で
は
、
「
八
五
丁
年
に
子
午
環

を
据
ゑ
付
け
た
こ
ご
が
最
も
著
し
い
。
此
れ
の
使
用
に
よ
り
、
観
．
測
の

歎
は
非
常
に
射
し
た
。
又
、
彼
れ
は
碁
勢
で
襲
明
さ
れ
た
自
記
式
ク
ロ

1
グ
ラ
フ
を
紹
介
し
た
。
叉
、
彼
れ
は
大
英
國
全
訳
へ
毎
日
時
刻
を
知

ら
せ
る
た
あ
、
天
文
毫
か
ら
郵
便
本
局
へ
電
信
を
趨
る
方
式
を
考
案
し

た
。
↓
八
六
〇
年
に
備
へ
ら
れ
た
大
赤
道
儀
は
、
ロ
縄
十
二
吋
牛
の
メ

ル
ツ
（
駕
Φ
欝
）
製
で
、
當
時
英
國
で
は
最
大
の
屈
折
望
遠
鏡
で
あ
っ
た
。

ゾ
ラ
ド
レ
～
以
來
の
観
測
者
が
や
っ
た
月
や
遊
星
の
思
者
を
エ
ァ
リ
は

舗
定
の
襟
式
に
整
理
し
た
が
、
之
れ
は
日
月
諸
遊
星
の
精
確
な
表
を
作

る
た
め
に
大
な
る
貢
献
で
あ
っ
た
。
彼
れ
は
又
、
天
文
塁
の
方
針
を
籏

張
し
て
、
地
磁
氣
や
氣
象
の
観
測
部
を
新
設
し
た
。

　
一
八
八
一
年
に
ク
リ
ス
テ
イ
（
Ω
藍
巴
Φ
）
が
エ
ア
リ
の
後
を
糠
ぎ
，
一

九
一
〇
年
に
退
職
し
た
。
彼
れ
の
在
職
中
、
悪
難
観
測
が
天
下
毫
の
公

務
の
一
つ
一
こ
な
っ
た
。
太
陽
の
日
々
の
爲
眞
、
黒
鑑
の
位
置
や
大
き
さ

の
測
定
な
さ
は
、
實
際
は
エ
ァ
リ
時
代
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ク

リ
ス
テ
イ
の
時
に
大
に
鑛
張
さ
れ
た
。
当
室
の
爲
眞
星
圓
や
目
録
調
製

に
も
グ
リ
ン
ヰ
チ
は
｝
部
を
分
慨
す
る
こ
鴨
こ
、
な
り
、
た
め
に
四
三
望

遠
鏡
が
得
ら
れ
た
。
筒
、
主
に
二
重
星
観
測
の
た
め
、
二
＋
八
病
の
眼

船
用
赤
道
儀
が
加
へ
ら
れ
、
叉
、
任
意
の
方
位
に
据
ゑ
ら
れ
る
や
う
な

一
種
の
子
午
儀
ミ
し
て
縷
緯
儀
が
置
か
れ
、
又
、
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
・
ト
ム

ソ
ン
（
。
。
幽
同
団
．
目
q
日
8
亀
ω
8
）
の
寄
附
に
よ
り
二
十
六
吋
の
窟
鮮
場
ミ

三
十
吋
の
反
射
鏡
を
持
つ
ト
ム
ソ
ン
赤
道
儀
が
得
ら
れ
ず
。
ク
リ
ズ
テ

イ
痔
代
に
建
築
物
や
器
械
類
が
大
に
増
加
し
た
の
は
天
文
肇
ε
し
て
高

い
位
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
こ
噛
こ
で
あ
っ
た
。
天
文
墓
が
子
午
線
天
文

町
上
に
大
に
産
物
を
堆
大
し
た
。
鷺
流
星
圖
や
恒
星
目
録
ミ
し
て
グ
リ

ン
井
チ
に
分
一
さ
せ
ら
れ
た
部
分
は
注
意
深
く
行
は
れ
仁
。
エ
ロ
ス
星

の
観
測
か
ら
太
陽
硯
差
を
決
定
す
る
事
業
も
徹
底
的
に
行
は
れ
た
。
二

十
八
吋
の
望
遠
鏡
で
は
二
重
星
の
見
事
な
観
測
を
成
さ
れ
、
叉
、
ト
ム

ソ
ン
赤
道
儀
の
二
つ
の
望
遠
鏡
は
種
々
の
問
題
に
使
用
さ
れ
た
。

　
終
り
に
日
塾
す
べ
き
は
、
過
去
二
百
五
十
年
の
間
、
天
文
皇
創
設
者

た
ち
の
始
め
の
目
的
は
．
首
尾
｝
貫
し
て
行
は
れ
て
る
る
こ
ミ
で
あ
る
。

経
・
度
決
定
の
實
際
問
題
の
追
及
は
、
長
い
間
の
蓮
綾
観
測
を
含
み
、
そ

れ
等
は
日
月
諸
遊
星
の
扇
動
の
知
識
に
大
に
貢
献
し
た
。
現
在
は
純

天
文
學
上
の
問
題
の
た
め
に
多
く
の
努
力
が
撰
は
れ
で
あ
る
け
れ
さ
、

學
術
の
實
地
器
用
は
、
や
は
り
，
太
陽
や
恒
星
の
位
置
の
観
測
や
、
報

時
や
、
海
用
ク
ロ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
管
理
や
，
磁
氣
圖
の
作
製
中
に
含
ま

れ
て
み
る
。

一
三


